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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第98期
第３四半期
連結累計期間

第99期
第３四半期
連結累計期間

第98期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 14,209 14,606 20,389

経常利益 (百万円) 179 301 675

四半期（当期）純利益 (百万円) 170 162 424

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 176 194 462

純資産額 (百万円) 10,974 11,283 11,259

総資産額 (百万円) 20,015 21,140 21,096

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 8.00 7.63 19.93

自己資本比率 (％) 54.8 53.4 53.4
 

　

回次
第98期
第３四半期
連結会計期間

第99期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △1.07 1.72
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、公共投資等の政府による政策効果、消費者マ

インドの改善に伴う内需の増加、円安水準の維持や海外経済の緩やかな復調による輸出環境の改善

等を背景に、景気は緩やかに回復に向かいました。また、年度末にかけては、消費税率引き上げ前

の駆け込み需要が景気の上昇を後押しすると見られております。

肥料業界におきましては、農業従事者の高齢化や後継者不足等の農業の構造的問題、生産コスト

低減の動き等により、依然として肥料需要の低迷が続いております。加えて、東日本大震災や原子

力発電所事故からの農地復旧の遅れや、東北農産物に対する風評被害等の問題も未だに残っており

ます。

このような事業環境の下、当社グループは中期事業３ヵ年計画「復活 2013」の方針に添い、肥

料事業分野では「安全・安心・良食味」の農産物生産に適した有機関連製品を中心に、各地域の

ニーズに対応したきめ細かい提案型の営業活動と、生産・販売体制の効率化・強化に注力しまし

た。また、その他の事業分野では、化粧品関連製品の商品開発と拡販、食品・農産物の産地開拓と

拡販、保有不動産の有効活用に努めました。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、肥料事業分野、その他の事業分野ともに販売

が比較的堅調に推移したことや中国向けに肥料製造技術の輸出を行ったこと等により、売上高は

14,606百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益は256百万円（前年同四半期比35.9％増）とな

り、また、前年同四半期と比較して営業外損益が好転したことから、経常利益は301百万円（前年

同四半期比68.0％増）となりました。四半期純利益につきましては、工場の火災事故に伴う特別損

失を計上したこと等から、162百万円（前年同四半期比4.9％減）となりました。
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各セグメント別の概況は以下の通りです。

 

肥料事業は、日本農業の構造的問題、国内肥料需要の低迷などにより、依然として厳しい経営環

境が続いております。そのような状況の下、当社グループは従来から行ってきた地域密着の提案型

営業活動を推進するとともに、環境保全や省力化ニーズに対応した製品や、有機栽培、特別栽培等

に見られる農産物の差別化に適した有機関連製品などを中心に拡販に努めました。また、新たな

ユーザーの開拓に向けて、新規商材の開発研究に注力し、商品化を進めてまいりました。その結

果、販売は比較的堅調に推移しましたが、火災事故の発生により工場を停止したことで経費が増加

し、売上高12,707百万円（前年同四半期比2.3％増）、セグメント利益251百万円（前年同四半期比

5.2％減）となりました。

飼料事業は、自社製造品において、漁獲制限による原料入荷量の減少により生産・販売数量とも

に減少したことから、売上高622百万円（前年同四半期比3.8％減）、セグメント損失20百万円（前

年同四半期は１百万円の利益）となりました。

不動産事業は、売上高302百万円（前年同四半期比0.7％減）となりましたが、経費が減少したこ

とにより、セグメント利益219百万円（前年同四半期比1.8％増）となりました。

その他事業は、化粧品事業において従来からの原料用商品の販売が堅調に推移したことや凍結乾

燥品の製造及び販売が順調であったこと、海外事業において中国向けに肥料製造技術の輸出を行っ

たこと等により、売上高986百万円（前年同四半期比15.7％増）、セグメント利益107百万円（前年

同四半期は９百万円の損失）となりました。

　
　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末（以下「当第３四半期末」という。）の資産の合計は21,140百万円

となり、前連結会計年度末（以下「前年度末」という。）に比べ44百万円増加しました。これは、

主に商品及び製品が286百万円、原料及び貯蔵品が352百万円、無形固定資産が210百万円増加しま

したが、現金及び預金が473百万円、受取手形及び売掛金が275百万円減少したことによるものであ

ります。

当第３四半期末の負債の合計は9,857百万円となり、前年度末に比べ20百万円増加しました。こ

れは、主に支払手形及び買掛金、未払法人税等が減少したものの、短期借入金が増加したことによ

り流動負債が496百万円増加したこと、また、長期借入金及び退職給付引当金の減少により固定負

債が475百万円減少したことによるものであります。

当第３四半期末の純資産の合計は11,283百万円となり、前年度末に比べ23百万円増加しました。

これは、主に利益剰余金が７百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が32百万円増加し

たことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前年度末の53.4％と同率になりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はあ

りません。また、新たな事業上及び財務上の対処すべき課題は生じておりません。

 

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は141百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

　

　
(5) 主要な設備

①　当第３四半期連結累計期間において、著しい変動があった設備の新設について完了したもの

は、次の通りであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資総額
（百万円）

完成年月

当社
旭川工場

北海道
旭川市

肥料事業
培土乾燥工場
及び設備

建物　　　67

機械装置　93

計　　　 160

平成25年
７月

 

②　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設に

ついて完了したものは、次の通りであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資総額
（百万円）

完成年月

当社本社
東京都
千代田区

全社共通
（調整額）

新基幹システム 235
平成25年
９月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,474,562 21,474,562
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数 1,000株

計 21,474,562 21,474,562 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 21,474 ― 3,549 ― 3,072
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿

による記載をしております。

① 【発行済株式】
    平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 224,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 20,996,000 20,996 ―

単元未満株式 普通株式 254,562 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 21,474,562 ― ―

総株主の議決権 ― 20,996 ―
 

(注) 1. 「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２. 「単元未満株式」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の200株及び当社保有の自己株式68株が含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】
  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称等

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

片倉チッカリン株式会社
東京都千代田区九段北
１丁目13－５

224,000 ― 224,000 1.04

計 ― 224,000 ― 224,000 1.04
 

(注)１. 上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権

の数１個)あります。なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄に含まれ

ております。

２. 当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、225,348株であります。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10

月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,112 638

受取手形及び売掛金
※ 5,915 ※ 5,640

商品及び製品 2,601 2,888

仕掛品 162 96

原材料及び貯蔵品 1,730 2,083

その他 306 456

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 11,826 11,800

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,736 2,731

機械装置及び運搬具（純額） 1,517 1,523

土地 3,512 3,469

その他（純額） 162 184

有形固定資産合計 7,929 7,909

無形固定資産 17 227

投資その他の資産

その他 1,372 1,250

貸倒引当金 △50 △49

投資その他の資産合計 1,322 1,201

固定資産合計 9,269 9,339

資産合計 21,096 21,140
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 3,520 2,904

短期借入金 2,663 4,397

未払法人税等 376 16

賞与引当金 174 41

その他 1,477 1,349

流動負債合計 8,212 8,708

固定負債

長期借入金 377 65

退職給付引当金 516 358

役員退職慰労引当金 215 218

その他 514 505

固定負債合計 1,624 1,148

負債合計 9,836 9,857

純資産の部

株主資本

資本金 3,549 3,549

資本剰余金 3,083 3,083

利益剰余金 4,632 4,624

自己株式 △72 △73

株主資本合計 11,193 11,184

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66 98

その他の包括利益累計額合計 66 98

純資産合計 11,259 11,283

負債純資産合計 21,096 21,140

EDINET提出書類

片倉チッカリン株式会社(E00789)

四半期報告書

10/18



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 14,209 14,606

売上原価 11,394 11,718

売上総利益 2,815 2,887

販売費及び一般管理費 2,626 2,631

営業利益 188 256

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 4 7

受取保険金 1 27

その他 35 28

営業外収益合計 43 65

営業外費用

支払利息 18 16

その他 33 3

営業外費用合計 52 20

経常利益 179 301

特別利益

固定資産売却益 0 14

受取損害賠償金 216 －

災害に伴う受取保険金 －
※１ 71

その他 0 2

特別利益合計 217 88

特別損失

固定資産除売却損 46 26

減損損失 － 8

災害に伴う損失 －
※２ 53

その他 9 1

特別損失合計 55 90

税金等調整前四半期純利益 341 298

法人税、住民税及び事業税 170 136

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 170 136

少数株主損益調整前四半期純利益 170 162

四半期純利益 170 162
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 170 162

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 32

その他の包括利益合計 5 32

四半期包括利益 176 194

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 176 194
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１．原価差異の繰延処理  季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末まで

にほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べ処理しております。

２．税金費用の計算  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

　

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をして

おります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 42百万円 38百万円

支払手形 4 ―
 

　
　
(四半期連結損益計算書関係)

※１．火災事故に伴う受取保険金

　第２四半期連結累計期間において未確定であった当社大越工場の火災事故に係る保険金の受

取額が確定したため、当第３四半期連結累計期間において特別利益の「災害に伴う受取保険

金」に計上しております。

　
　

※２．大越工場及び姫路工場の火災事故に伴う損失

　　　　特別損失の「災害に伴う損失」に計上している金額の内訳は次の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

固定資産の滅失等 ―百万円  46百万円

その他復旧費用等 ―  7

　計 ―  53
 

　
　

　

３．売上の季節的変動

     前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）及び当第３四半

期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

     当社グループの主力事業である肥料事業は、需要期に季節性があり、春先の１月から４月に需

要が集中すること、及び気象・天候によって需要量が変動するため、通常、第１四半期連結会計

期間及び第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費用は他の四半期連結会計期間の売上高及び

営業費用と比べ高くなっております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。)は、次の通りであります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 428百万円  450百万円
 

　

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 85 4 平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

 

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半

期連結会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。　

　
当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日

定時株主総会
普通株式 170 8 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金

 

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半

期連結会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高         

外部顧客への売上高 12,419 647 289 13,356 852 14,209 ― 14,209

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 14 14 ― 14 △14 ―

計 12,419 647 304 13,371 852 14,224 △14 14,209

セグメント利益又は
損失(△)

265 1 215 482 △9 473 △285 188
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び

物資その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△285百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高         

外部顧客への売上高 12,707 622 289 13,619 986 14,606 ― 14,606

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 12 12 ― 12 △12 ―

計 12,707 622 302 13,632 986 14,619 △12 14,606

セグメント利益又は
損失(△)

251 △20 219 450 107 558 △301 256
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び

物資その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△301百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

片倉チッカリン株式会社(E00789)

四半期報告書

15/18



　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 8.00 7.63

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(百万円) 170 162

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 170 162

普通株式の期中平均株式数(千株) 21,282 21,250
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人　大手門会計事務所

指定社員

業務執行社員
 公認会計士  植木 暢茂   印

指定社員

業務執行社員
 公認会計士  木下 隆史   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月10日

片倉チッカリン株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉チッカリン
株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日
から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施させる質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉チッカリン株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期

連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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